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「日本語講座文化授業」
　一般財団法人 岡山県国際交流協会では、県内在住の外国人の方を対象に、地域で生活するために必要な日本語を身につ
けられるよう毎週火曜日から土曜日まで岡山国際交流センターで日本語講座を実施しています。
　受講生は、各々異なった文化を持ち、年齢も滞在歴もさまざまですが、日本文化、習慣、行事等についての関心が高いことは共
通しています。
　このようなニーズに対応して、各クラスでは毎年1回、日本文化授業を実施しています。
　令和３年度の日本文化授業をご紹介します。 （詳細は、次ページをご覧ください。）

一般財団法人 岡山県国際交流協会
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特集
日本語講座文化授業

「後楽園見学」火曜クラス・金曜クラス
　バスの運賃無料DAYを利用して、テキストで学ぶ
後楽園を日本語のガイドで見学しました。松のこもま
きや記念撮影をする花嫁花婿も見られて「日本文化
は深い！」と楽しんでいました。

「正月遊びの坊主めくり」水曜夜クラス
　各国の正月などの挨拶や食事等の発表後、坊主め
くりゲームをしながら百人一首について学び、古くから
伝わる日本人の物の見方と考え方に興味津々でした。

「盆点前体験」水曜朝クラス
　茶道具ときれいな和菓子の説明を聞いてから、自
分でお茶をたて、体験を通して茶道の心は現代の生
活やマナーにつながっていることに気づきました。

「調理実習」土曜クラス
　食文化はそこに生きる人の命と言葉の源。各国の
料理について発表を聞き、中華サラダを調理。五感が
刺激され、会話が弾みました。

中華サラダと日本の菜の花あえ
などの美しい盛り付け方を学び、
持ち帰りました。

外
がい

国
こく

人
じん

のための相
そう

談
だん

・派
は

遣
けん

事
じ

業
ぎょう

等
とう

のお知
し

らせ

岡
おか

山
やま

県
けん

外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

セ
せ

ン
ん
タ
た
ー
ー 県

けん
内
ない

在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

の皆
みな

さんの生
せい

活
かつ

のサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
として相

そう
談
だん

窓
まど

口
ぐち

を設
せっ

置
ち

しています。仕
し

事
ごと

、
結
けっ

婚
こん

、子
こ

どもの教
きょう

育
いく

、法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

など各
かく

種
しゅ

相
そう

談
だん

を多
た

言
げん

語
ご

で受
う

け付
つ

けます。また、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて
行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

・学
がっ

校
こう

等
とう

への通
つう

訳
やく

派
は

遣
けん

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
や行

ぎょう
政
せい

機
き

関
かん

への相
そう

談
だん

員
いん

派
は

遣
けん

も行
おこな

っています。

と　　き 一
いっ

般
ぱん

相
そう

談
だん

　月
げつ

曜
よう

日
び

～土
ど

曜
よう

日
び
９：００～１７：００（１２月

がつ
２９日

にち
～１月

がつ
３日

か
を除

のぞ
く）

相
そう

談
だん

方
ほう

法
ほう

◦面
め ん

　 　 談
だん

　岡
おか

山
やま

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

セ
せ

ン
ん
タ
た

ー
ー

 １階
かい

　相
そう

談
だん

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

、相
そう

談
だん

室
しつ

◦電
で ん

話
わ

相
そ う

談
だん

　０１２０－００７－１７３（０８６－２５６－６０５２）
◦メール相

そう
談
だん

　support@opief.or.jp

対
たい

応
おう

言
げん

語
ご 日

に
本
ほん

語
ご

、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、韓
かん

国
こく

語
ご

、ポ
ぽ

ル
る
ト
と
ガ
が

ル
る

語
ご

、ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

語
ご

、
タ
た

ガ
が

ロ
ろ

グ
ぐ

語
ご

、イ
い
ン
ん
ド
ど
ネ
ね

シ
し

ア
あ

語
ご

、タ
た
イ
い

語
ご

、ほか

費
ひ

　　用
よう

無
む

料
りょう

予
よ

　　約
やく

不
ふ

要
よう

二
に

次
じ

元
げん

コ
こ

ー
ー

ド
ど

を読
よ

み
取
と

ると、ホ
ほ

ー
ー

ム
む

ペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

が見
み

られます。

フ
ふ

リ
り

ー
ー

ダ
だ

イ
い

ヤ
や

ル
る

はじめました！０１２０－００７－１７３

おかやま国際交流 2022.❻ №1472



予定月 行 事 名 開催予定日

６月 第１回 親子で遊ぼう
- Family Friendly Event - 6月18日（土）

７月 日本文化体験・交流会 7月9日（土）

８月

第１回 留学生と県民との交流会 8月6日（土）

英語で話そう 8月20日（土）

子ども日本語学習サポーター研修会 8月27日（土）

10月

国際貢献NGOフェア 10月及びR5年1、2月

地域共生サポーター養成講座・研修会 10月30日（日）

国際貢献・協力セミナー 10月中

11月

海外マガジンリサイクル 11月14日（月）~11月26日（土）

日本語ボランティアスキルアップ研修会 11月中

第２回 親子で遊ぼう
-Family Friendly Event- 11月中

ワールド・エクササイズ 11月中

12月 第２回 留学生と県民との交流会 12月10日（土）

1月

［オンライン］多文化共生コミュニケーションサポーター研修会① R5年1月中

［オンライン］多文化共生コミュニケーションサポーター研修会② R5年1月中

［オンライン］多文化共生コミュニケーションサポーター研修会③ R5年1月中

2月

災害救援ボランティア（通訳・翻訳）研修事業
「外国人と共に学ぶ災害時対応」研修会

R5年2月23日（木・祝）または
2月25日（土）

［オンライン］やさしい日本語研修会 R5年2月中

予定月 行 事 名

R５年
１～３月 ボランティア交流会

未定 地球市民講座

随時 コンシェルジュの
おしゃべりサロン

今年度行うその他の事業

＊ 都合により、日程等は変更する場合があります。最新情報は、
下の二次元コードを読み取り、当協会のウェブサイトをご覧ください。

ホームページ Facebook Twitter Instagram

令和４年度 一般財団法人岡山県国際交流協会

行事予定表
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事業報告

　『知ろう！学ぼう！「やさしい日本語」』をテーマに開催し
１２名が参加しました。
　講師の佐藤氏は、これからの外国人支援は、相手にだけ
変化を求めるのではなく、日本人と外国人が自文化と他文
化の中間地点「サードプレイス」を探しながら、考えながら互
いに協力して暮らしやすい社会をつくることが重要であると
述べました。
　また、やさしい日本語とは、日本語
を母語としない外国人だけでなく、子
ども、障がい者、日本語を使う多くの
人々にとっても、わかりやすい日本語
であると話しました。
　その後、どうすれば日本に暮らす

日本人と外国人が言葉や文化、価値観の違いを考慮しな
がら暮らしやすい社会を実現できるかについて話し合いま
した。
　「なぜやさしい日本語を使うのか」という考え方について
も多くの時間が割かれていたので、参加者からは新たな視
点を知ることができたなどの感想が寄せられました。

「やさしい日本語」研修会（オンライン開催）
講師：島根大学外国語教育センター准教授　佐藤 智照氏　　共催：岡山県

令和4年2月26日（土）

ジュナさん（バングラデシュ）
　岡山県で行われている様々な
ボランティア活動を知るいい機会
だったのはもちろん、グループ活動の
部分では面白い意見がたくさん出
て、これからの活動も楽しみになり
ました。継続的にボランティアに
参加されている方や初めて参加さ

れる方もいて、それぞれの思いが聞けたことがとても良かったです。

サキさん（マレーシア）
　身近で行われているボラ
ンティア活動の種類の多さ
を知って驚きました。ボラン
ティア活動には何か堅いイ
メージを持っていましたが、
実際には様々な形で行われ、
それぞれの活動が社会にど

のように貢献しているのか知ることができて良かったです。

　協会ボランティアを対象に交流会をＺｏｏｍで開催し、１７名が参加しました。講師の
西村氏が国際協力や災害ボランティア等県内で行われている活動を紹介した後、参加
者はグループに分かれ、どんなボランティア活動があればいいかアイデアを出し合い
ました。サポーターとして参加したコンシェルジュ（留学生）に感想を聞いてみました。

〈グループワークの意見〉
 • どういったボランティアがあるか分からない。
 • 参加するには何が必要か不明。
 • 留学生と子どもたちの触れ合いの機会があまりない。
 • 岡山の商店街の情報発信を活発にしたい。

 • 外国人コミュニティの地図をつくる。
 • 運動イベントの開催。
 • パソコンの使い方講座。
 • 子ども食堂で海外の料理紹介。
 • 書道、そろばんで日本文化紹介 など。

ボランティア交流会
講師：特定非営利活動法人岡山ＮＰＯセンター 参画推進センター所長　西村 こころ氏

令和４年２月１１日（金・祝）

講師の西村氏

アイデア出しの様子

やさしい日本語について説明している講師の佐藤智照氏

課
　
題

グ
ル
ー
プ
で
出
た

ア
イ
デ
ア
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お題はFROGのシーン

　以前から人気のあった「英語による絵本の読み聞かせ会」
をリニューアルし、新規事業として複合メニューの親子参加
型イベントを初めて開催しました。4歳から小学校低学年の
子どもと親を対象に、英語のほか講師の母語を使って多言
語で遊ぶもので、絵本の読み聞かせやゲーム、歌､クイズ
などを通して、子どもに他言語や異文化への理解を深める
きっかけを提供します。
　今回は、英語とベトナム語、日本語の3言語で行いました。
ゲーム等を通して、多言語のそれぞれの音の違いやリズム
を感じてもらうメニューを準備しました。対面開催を楽しみに
していた参加者が多かったのですが、当日は感染症拡大予
防の観点からZoom開催となりました。
　メニューは三つで、一つ目は「♪見～えた、見えた。何が
見えた？〇

なに
○
なに

」。みんなで一緒に歌いながら、英語やベトナ
ム語で、星・雷・波から問題を出し、それぞれのジェスチャー
をします。例えば〇

なに
○
なに

がS
ス タ ー
TARの時は、星のジェスチャーをす

る、W
ウ ェ ー ブ

AVEなら波のジェスチャーをするというものです。歌を
歌いながらのジェスチャーゲームは、子どもにとっては“歌って

踊る”遊びという感覚だっ
たようで、三つのメニュー
の中では一番好評でした。
　二つ目は絵本の読み聞
かせで『ごんぎつね』。オ
ンラインでの絵本の読み
聞かせは、全国的にも前
例があまりなく当協会としても初チャレンジでしたが、多言
語で行うのは珍しいと好評でした。作者の著作権への配慮
が必要なため、慎重に準備をして行いました。
　三つ目はイミテーションサウンド。国によって動物の鳴き声

（擬音語）の表現や音が違うのを楽しみました。

親子で遊ぼう-Family Friendly Event-
講師：ノートルダム清心女子大学非常勤講師
 ラファエル・ホーキンス氏（オーストラリア）メインパーソナリティ
 IPU環太平洋大学　ファン･ティ･トゥ・ハ氏（ベトナム）
 IPU環太平洋大学　チャン・アイン・ヴ氏（ベトナム）

令和4年3月12日(土)

見～えた、見えた。何が見えた？〇
なに

〇
なに

　星のジェスチャーをする参加者

絵本の読み聞かせ
　多言語読み聞かせ

『ごんぎつね』。イラ
ストが可愛らしく、ベト
ナム語での読み聞か
せが珍しいと好評で
した。

イミテーションサウンド
　クイズ形式で楽しみました。

参加者の様子『ごんぎつね』のワンシーン

ハ氏（写真左）＆ヴ氏（写真右）の参加の様子

令和４年２月１１日（金・祝）

ラファエル氏

二次元バーコードを
読み取ると動画が
見られます。
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　ＴｉｋＴｏｋの半

はん
年
とし

後
ご

、ＹｏｕTｕｂｅ*も始
はじ

めました。チ
ち
ャ
ゃ
ン
ん

ネ
ね

ル
る

のコ
こ
ン
ん

テ
て
ン
ん

ツ
つ

は日
に

本
ほん

に関
かん

すること。具
ぐ

体
たい

的
てき

には、自
じ

分
ぶん

が経
けい

験
けん

したことや日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

、日
に

本
ほん

人
じん

の考
かんが

え方
かた

などについてです。
日
に

本
ほん

語
ご

の動
どう

画
が

もあります。今
いま

ではＴｉｋＴｏｋのフ
ふ
ォ
ぉ
ロ
ろ

ワ
わ

ー
ー

数
すう

約
やく

１５万
まん

人
にん

、ＹｏｕTｕｂｅは８千
せん

人
にん

の登
とう

録
ろく

者
しゃ

がいます。

―ト
と
ゥ
ぅ
ア
あ
ン
ん
さんの自

じ
慢
まん

は何
なん

ですか
　サ

さ
ラ
ら
リ
り

ー
ー

マ
ま

ン
ん

をしながらＳＮＳ
で情

じょう
報
ほう

発
はっ

信
しん

の活
かつ

動
どう

を続
つづ

けてい
ることです。自

じ
分
ぶん

自
じ

身
しん

が有
ゆう

意
い

義
ぎ

に生
い

きることができる活
かつ

動
どう

だと感
かん

じています。これからも
ＳＮＳ活

かつ
動
どう

を通
とお

して多
おお

くの人
ひと

をサ
さ

ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
し、社

しゃ
会
かい

貢
こう

献
けん

していきたい
です。

―今
こん

後
ご

やりたいこと
　これからは岡

おか
山
やま

、日
に

本
ほん

のことを
たくさん紹

しょう
介
かい

していきたいです。
また、日

に
本
ほん

の方
かた

と楽
たの

しい動
どう

画
が

を
撮
さつ

影
えい

して、日
に

本
ほん

語
ご

や日
に

本
ほん

の魅
み

力
りょく

を伝
つた

えていきたいです。
　どなたか日

に
本
ほん

の方
かた

で一
いっ

緒
しょ

に活
かつ

動
どう

したい方
かた

がいれば、連
れん

絡
らく

お待
ま

ちしています！

*ＴｉｋＴｏｋ、ＹｏｕTｕｂｅ… 動
どう

画
が

に特
とっ

化
か

したソ
そ

ー
ー

シ
し
ャ
ゃ
ル
る

ネ
ね
ッ
っ
ト
と
ワ
わ

ー
ー

キ
き
ン
ん
グ
ぐ

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す
（ＳＮＳ）

　多
おお

くの方
かた

との出
で

会
あ

いを通
とお

して自
じ

分
ぶん

の価
か

値
ち

観
かん

を見
み

つけたというト
と
ゥ
ぅ
ア
あ

ン
ん
さん。

その価
か

値
ち

観
かん

をもとにＳＮＳで情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

する理
わ

由
け

とは！？

グ
ぐ

エ
え

ン
ん
・ア

あ
イ
い

ン
ん
・ト

と
ゥ
ぅ

ア
あ

ン
ん

さん

（ベ
べ
ト
と
ナ
な

ム
む

 ハ
は

イ
い
ズ
ず

オ
お
ン
ん

省
しょう

出
しゅっ

身
しん

）
◦映

えい
像
ぞう

ク
く
リ
り
エ
え

イ
い
タ
た

ー
ー

◦日
に

本
ほん

滞
たい

在
ざい

歴
れき

：８年
ねん

１５万
まん

人
にん

のフ
ふ
ォ
ぉ

ロ
ろ

ワ
わ

ー
ー

を持
も

つ
ＴｉｋＴｏｋ
ＴｉｋＴｏｋ ＩＤ：anhtuanvj

SNSで岡
おか

山
やま

のおすすめ観
かん

光
こう

ス
す

ポ
ぽ
ッ
っ
ト
と
を紹

しょう
介
かい

ＹｏｕTｕｂｅで日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

法
ほう

や日
に

本
ほん

の
生
せい

活
かつ

を紹
しょう

介
かい
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外国人のためのがいこくじん 情報コーナーじょうほう  こ  ー　 な　 ー

防
ぼう

災
さい

グ
ぐ
ッ
っ
ズ
ず

の紹
しょう

介
かい

―非
ひ

常
じょう

用
よう

持
も

ち出
だ

しバ
ば

ッ
っ
グ
ぐ

に入
い

れて、準
じゅん

備
び

しておきましょう！―

非
ひ 常

じょう
用

よう
持
も

ち出
だ

しバ
ば

ッ
っ

グ
ぐ

の例
れい

懐
かい

中
ちゅう

電
でん

灯
とう

（予
よ

備
び

の電
でん

池
ち

）

携
けい

帯
たい

ラ
ら
ジ
じ

オ
お

（予
よ

備
び

の電
でん

池
ち

）

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

・
充
じゅう

電
でん

器
き

パ
ぱ

ス
す

ポ
ぽ

ー
ー
ト
と
、在

ざい
留
りゅう

カ
か

ー
ー
ド
ど

など
身
み

分
ぶん

が分
わ

かるもの

非
ひ

常
じょう

食
しょく

・飲
いん

料
りょう

水
すい

火
ひ

を使
つか

わずに食
た

べられるもの
（缶

かん
詰
づめ

、ビ
び

ス
す

ケ
け
ッ
っ
ト
と
など）

救
きゅう

急
きゅう

医
い

薬
やく

品
ひん

ばんそうこう、包
ほう

帯
たい

、いつも
飲
の

んでいる薬
くすり

など

洗
せん

面
めん

用
よう

具
ぐ

、ウ
う
ェ
ぇ
ッ
っ
ト
と
テ
て
ィ
ぃ
ッ
っ
シ
し

ュ
ゅ

、
使
つか

い捨
す

てカ
か

イ
い
ロ
ろ

、携
けい

帯
たい

ト
と
イ
い
レ
れ

衣
い

類
るい

、下
した

着
ぎ

、毛
もう

布
ふ

、タ
た
オ
お

ル
る

ヘ
へ

ル
る

メ
め
ッ
っ
ト
と
・軍

ぐん
手
て
・マ

ま
ス
す
ク
く

参
さん

考
こう

：●首
しゅ

相
しょう

官
かん

邸
てい

ウ
う
ェ
ぇ
ブ
ぶ

サ
さ

イ
い
ト
と
 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/sonae.html

　岡
おか

山
やま

県
けん

は、「外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

のための防
ぼう

災
さい

ガ
が

イ
い
ド
ど
ブ
ぶ
ッ
っ
ク
く

」(English・中文・한글한글・
Português・Tiếng Việt)を作

つく
りました。（2022年

ねん
３月

がつ
改
かい

訂
てい

）
　日

に
本
ほん

でよくおきる自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

や、家
か

庭
てい

でできる備
そな

えについて説
せつ

明
めい

しています。
URL:https://www.pref.okayama.jp/page/detail-31559.html

　ロ
ろ

ー
ー
リ
り
ン
ん
グ
ぐ

ス
す
ト
と
ッ
っ
ク
く

法
ほう

は、ふだんから食
しょく

品
ひん

を非
ひ

常
じょう

食
しょく

用
よう

に準
じゅん

備
び

しておき、災
さい

害
がい

がないときにも家
いえ

で食
た

べ、使
つか

った分
ぶん

だけいつも新
あたら

しいものを買
か

っておく方
ほう

法
ほう

です。食
た

べたことがある味
あじ

なので、災
さい

害
がい

のときにも安
あん

心
しん

して食
た

べることができ
ます。消

しょう
費
ひ

期
き

限
げん

が過
す

ぎる前
まえ

に、古
ふる

いものから使
つか

いましょう。
　地

じ
震
しん

や台
たい

風
ふう

のときは、電
でん

気
き

やガ
が

ス
す

を使
つか

うことができません。大
おお

きな災
さい

害
がい

がお
きたときのために、「１

いっ
週
しゅう

間
かん

分
ぶん

」の食
た

べもの、飲
の

みものを家
いえ

に準
じゅん

備
び

しましょう。

　地
じ

震
しん

や水
すい

害
がい

などの災
さい

害
がい

がおきたときに持
も

ってにげるもの（避
ひ

難
なん

生
せい

活
かつ

で必
ひつ

要
よう

になるものなど）を
準
じゅん

備
び

しておきましょう。１００円
えん

シ
し
ョ
ょ
ッ
っ
プ
ぷ

で買
か

えるものもたくさんあります。
　リ

り
ュ
ゅ
ッ
っ
ク
く

サ
さ

ッ
っ
ク
く

につめておき、いつでもすぐに持
も

ってにげることのできる場
ば

所
しょ

に、置
お

いておきま
しょう。　※一

ひ と り
人ひとり必

ひつ
要
よう

なものは異
こと

なります。必
ひつ

要
よう

なものを確
かく

認
にん

して、準
じゅん

備
び

しておきましょう。

貴
き

重
ちょう

品
ひん

現
げん

金
きん

、通
つう

帳
ちょう

、健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

証
しょう

など

そな

たか
た

ロろ

ーー

リり

ンん

グぐ

スす

トと

ッっ

クく

法ほう
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作ってみよう！

世界のレシピ
インドの国民的飲み物 「Lassi」
　ヨーグルトとミルクをベースに、砂糖や果物で味付けをした飲物ラッシー。
インド発祥の飲み物で、日本でもインド料理店に行くと必ずメニューにあり、
濃さはどろっとしたヨーグルト状のものから、水分の多いさらっとしたものまで
あるようです。カレーに含まれるカプサイシンには、辛味による食欲増進効果
や、血行・血流を良くして疲労回復効果もあると言われます。食べ過ぎると刺激が強すぎること
もありますが、それを助けてくれるのがラッシー。カレーを食べた後、ひりひりした口にラッシー
がまろやかで口当たりが良いと感じる方も多いのではないでしょうか。今回はさっぱりタイプ
のラッシーをご紹介いただきました。

コック長
サルマ・

プルカサさん

 作
つく

 り 方
かた

　プレーンヨーグルト（無糖）に砂糖とヨーグルトと同量
の水を加え混ぜます。お好みで氷を加えて出来上がり。
　マンゴーラッシーを作る場合はプレーンヨーグルトを
１/2に減らし、残り1/2はマンゴジュースを加え300ｇに
する。
協力：インド料理 タージナマステ　岡山市北区駅元町 30-10

（タージナマステでは全てハラール肉を使用しています。）

ボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

活
かつ

動
どう

しています！
情
じょう

報
ほう

相
そう

談
だん

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

佐
さ

野
の

 ひろ子
こ

さん

海
かい

外
がい

でのボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

　オ
お

ラ
ら
ン
ん

ダ
だ

在
ざい

住
じゅう

時
じ

の2010年
ねん

夏
なつ

に、ア
あ

イ
い
セ
せ

ル
る

湖
こ

畔
はん

のメ
め

デ
で

ン
ん

ブ
ぶ
リ
り
ッ
っ
ク
く
という町

まち
でセ

せ
ー
ー
リ
り
ン
ん

グ
ぐ

世
せ

界
かい

大
たい

会
かい

があり、日
に

本
ほん

チ
ち

ー
ー

ム
む
と開

かい
催
さい

側
がわ

との間
あいだ

の通
つう

訳
やく

や、周
まわ

りの歴
れき

史
し

的
てき

なまちの観
かん

光
こう

案
あん

内
ない

などをして、選
せん

手
しゅ

と5日
にち

間
かん

を楽
たの

しく過
す

ごしました。ボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
として初

はじ
めての活

かつ
動
どう

でした。

日
に

本
ほん

でのボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

　2018年
ねん

5月
がつ

　西
にし

川
かわ

緑
りょく

道
どう

公
こう

園
えん

筋
すじ

歩
ほ

行
こう

者
しゃ

天
てん

国
ごく

ホ
ほ

コ
こ

テ
て
ン
ん

でのボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

　2018年
ねん

7月
がつ

　西
にし

日
に

本
ほん

豪
ごう

雨
う

災
さい

害
がい

でのボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

情
じょう

報
ほう

相
そう

談
だん

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

でのボ
ぼ

ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ

　3年
ねん

のア
あ
メ
め
リ
り
カ
か

在
ざい

住
じゅう

の後
あと

、20年
ねん

間
かん

住
す

み慣
な

れたオ
お
ラ
ら
ン
ん

ダ
だ

での生
せい

活
かつ

から諸
しょ

事
じ

情
じょう

で2013年
ねん

に帰
き

国
こく

、それまで仕
し

事
ごと

や日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に使
つか

っていた英
えい

語
ご

とオ
お
ラ
ら
ン
ん

ダ
だ

語
ご

ですが日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

にはほとんど必
ひつ

要
よう

ない、ということを自
じ

覚
かく

するとともに寂
さび

しく思
おも

ったもの
です。その年

とし
にボ

ぼ
ラ
ら
ン
ん

テ
て
ィ
ぃ
ア
あ
として役

やく
立
だ

つことはないか、と情
じょう

報
ほう

相
そう

談
だん

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

に赴
おもむ

き担
たん

当
とう

の方
かた

の親
しん

切
せつ

な説
せつ

明
めい

を聞
き

いて即
そく

登
とう

録
ろく

しました。その日
ひ

から早
はや

9年
ねん

が過
す

ぎました。日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

、留
りゅう

学
がく

生
せい

と県
けん

民
みん

との交
こう

流
りゅう

会
かい

、岡
おか

山
やま

を知
し

ろう交
こう

流
りゅう

バ
ば

ス
す

ツ
つ

ア
あ

ー
ー

等
とう

で楽
たの

し
く通

つう
訳
やく

をさせていただいて、県
けん

民
みん

や留
りゅう

学
がく

生
せい

の方
かた

々
がた

に喜
よろこ

んでいただきました。またフ
ふ
ァ
ぁ
イ
い
リ
り
ン
ん

グ
ぐ

、発
はっ

送
そう

物
ぶつ

の準
じゅん

備
び

など、意
い

義
ぎ

ある
時
じ

間
かん

を送
おく

っています。
　情

じょう
報
ほう

相
そう

談
だん

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

には生
せい

活
かつ

や法
ほう

律
りつ

、留
りゅう

学
がく

、観
かん

光
こう

、岡
おか

山
やま

での
イ
い

ベ
べ

ン
ん
ト
と
などのパ

ぱ
ン
ん
フ
ふ
レ
れ
ッ
っ
ト
と

がそ
ろっていますが、それらを求

もと
めて

訪
おとず

れる外
がい

国
こく

人
じん

、日
に

本
ほん

人
じん

が少
すく

ない
ことが残

ざん
念
ねん

です。何
なに

かお探
さが

しな
らおじゃまにならないように丁

てい

寧
ねい

に案
あん

内
ない

したいと思
おも

っています。
健

けん
闘

とう
した日

に 本
ほん

チーム
ア
あ ム

む ス
す テ

て ル
る ダ

だ ム
む の北

きた
、車

くるま
で1時

じ 間
かん

程
ほど

のH
ほ ー る ん

oorn周
しゅう

辺
へん

で作
つく

られるチ
ち ー

ー ズ
ず

セ
せ
ー

ー
リ

り
ン

ん
グ

ぐ

世
せ

界
かい

大
たい

会
かい

の様
よう

子
す 選

せん
手
しゅ

たちと観
かん

光
こう

したH
ほ ー る ん

oornで
のチ

ち
ー
ー

ズ
ず

市
いち

場
ば

。岡
おか

山
やま

でも買
か

える
B
べ ー む す た ー
eemsterチ

ち
ー
ー

ズ
ず

の垂
た

れ幕
まく

が
見
み

えます

 材
ざい

 料
りょう

 
プレーンヨーグルト（無糖）
………………………… 300ｇ
砂糖………………………50ｇ
水…………………… 300cc
氷……………………お好みで

最後に水切りヨーグル
トをトッピングするのも
良い。いろいろなフルー
ツでアレンジするのも楽
しいかも。

思
おも

い出
で

多
おお

い片
かた

田
い

舎
なか

にて♪
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令和4年度 外国人コンシェルジュによる愉
たの

しい居場所づくり
事業がスタートしました！

　この事業は、「外国人と県民が楽しく交流できる場所をもっと増やしたい！」と
いう思いから、令和3年度から新しく始まりました。
　外国人留学生が「コンシェルジュ」として、出身地の言葉や文化を紹介したり、
日本と海外の違いについて理解を深めるお手伝いをしたりと、県民の方々が
楽しく過ごせる居場所をご案内します！
　令和4年度は、新たなメンバーが2名加わり、4名のコンシェルジュと共にスタートしました。コンシェルジュの
出身地の伝統衣装を着るイベントや、郷土料理を作るイベントを企画中です。お楽しみに！

■コンシェルジュのおしゃべりサロン
◦外国人留学生が出身地の紹介をしながら、参加された方とおしゃべりする会です。
　月２～３回開催する予定です。

今後の
活動予定

イベントの日程は、協会ホームページやSNSで随時お知らせします。

岡山国際交流センター1階ロビーで6月26日までSDGs×JICA海外協
力隊ポスター展を開催中

世界で活躍するボランティアからのレシピ
　JICA中国のホームページでは世界で活躍するボランティアから
のレシピを公開中です！
　協力隊を目指す人、開発途上国について知りたい人はぜひご自
宅でも挑戦してみてください。レシピだけでなく、食文化
や食にまつわるエピソードなども一緒に公開されてい
ます！

　JICAには、開発途上国から「隊員を派遣してほしい」という依頼が毎年きて
います。日本には、「自分の知識や経験を開発途上国のために生かしたい」と
いう人がたくさんいます。JICAは、その懸け橋となって、日本から開発途上国
に海外協力隊を派遣しています。JICA海外協力隊の職種は教育・文化分野、
医療、スポーツ、
農林水産分野技
術系など大変幅
広く約200種類
あります。また、帰

国後も日本で活躍しているOB・OGがたくさんい
ます。岡山県JICAデスクではJICA海外協力隊の
応募促進や帰国後の活躍を紹介しています。また、
JICA海外協力隊のことを知ってもらうためのイベン
トなども実施しています。

国際協力に関するご相談は岡山県JICAデスク（北脇）まで。
E-mail：okayamaken.desk@gmail.com　　電話：086-256-2917

岡山デスクが岡山出身の協力隊経験
者から教えてもらったタンザニアのポテ
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［休館日］12月29日～1月3日及び臨時休館日（ただし日曜日は貸室業務以外休み）
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がつ ８月
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がつ

最 新 情 報 は、当 協 会
の ホ ー ム ペ ー ジ や
Facebook、Twitter等
で随時お知らせします。
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会員募集
一般財団法人岡山県国際交流協会では会員を募集しています。
☆会員の特典
　◦会報誌「おかやま国際交流」による国際交流情報の提供（年４回）
　◦メールマガジンの配信（月１回）
　◦協会主催事業への参加費割引（団体会員は１団体２名までを割引）
　◦入会時に記念品をプレゼント
☆年会費
　個人会員： 2,000円　　団体会員：10,000円
　賛助会員：30,000円

☆申込み・問合せ　総務課まで
　TEL:086-256-2000 ※９：00～１７：30（月～土曜日）
　E-mail：kokusai@opief.or.jp
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は、大正15（1926）年、福井県武生市（現越前市）に生まれ、東京大学を卒業後、工学博士、技術士（化学）として研究所に勤めました。
セツルメントの活動に従事するなかで、子どもたちの視点に沿った紙芝居などを制作した経験をもとに、昭和34（1959）年に初の絵本『だむのお
じさんたち』を出版。以後、平成30（2018）年92歳で逝去するまで絵本作家として幅広く活動しました。技術士としての知識を生かした科学絵本
や、だるまや天狗など日本古来のキャラクターを通して古き良き日本の伝統文化を今に伝える絵本など、その著作は600余点にのぼります。
　本展は平成28（2016）年に発表された『だるまちゃん すごろく』などの新作に加え、『からすのパンやさん』『かわ』『地球』『だるまちゃん』な
ど、多くの子どもたちに読み継がれてきた人気シリーズができるまでのプロセスを原画、オリジナルのスケッチ、複製写真などとともに紹介。加古作
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〈会場はすべて岡山国際交流センターです。〉

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今後の状況により、変更または中止に
なる可能性があります。あらかじめご了承ください。

　最新情報は当協会のホームページをご確認ください。イベントカレンダー
E V E N T  C A L E N D A R

（c）Satoshi KAKO （c）Kako Research Institute Ltd. 2019
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